
農林水産省登録 第24768号

てんさい用除草剤

除草剤分類 5,5Ⓡは丸和バイオケミカルの登録商標です。

てんさいの
直播栽培も移植栽培も

実績の2成分のかけ合わせで支えます

レナックス水和剤の特長

1
2つの有効成分により幅広い雑草に
対して高い効果

幅広い効果

てんさいに対して薬害の心配が少ない
てんさいへの高い安全性2

直播てんさい、
移植てんさい
両方で使用可能 

3 最新の
登録内容は
こちらから

新登場 !!

有効成分：メタミトロン 35.0%  レナシル 40.0%　人畜毒性：普通物 ※毒劇物に該当しないものを指していう通称



1360S

本資料の記載内容は2025年11月現在の登録内容に基づいています。

●ラベルをよく読んでください　●記載以外には使用しないでください　●小児の届く所には置かないでください

●使用量に合わせ秤量し、使いきってください。
●本剤使用の際は、展着剤（非イオン系）を加用してください。
●薬液は十分かきまぜ、また時々撹拌しながら散布してください。
●砂地で水はけのよい畑では使用をさけてください。
●生育しすぎた雑草には効果が劣るので、雑草発生始期（草丈3cm以下）に散布
してください。

●イヌビエ、ツユクサには効果が劣るので、これらの発生の多い畑では使用を
さけてください。

●散布むらのないように均一に散布してください。

●本剤は残効性が長く、後作物に対して影響を及ぼすことがあるので注意して
ください。特に、イネ科、マメ科、ウリ科、ナス科及びアブラナ科作物等では
影響が認められているので、本剤処理後6ヶ月以内にこれらを後作物として
栽培しないでください。

●使用後、容器や散布器具は必ず十分水で洗ってください。
●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように
注意し、特に初めて使用する場合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受け
てください。

効果・薬害等の注意

2回以内

レナシルを
含む農薬の
総使用回数

5回以内

メタミトロンを
含む農薬の
総使用回数

使用方法

雑草茎葉散布
又は全面散布2回以内

本剤の
使用回数

50～
100ℓ
/10a

希釈水量

150～
300ɡ
/10a

薬量

使用量

本葉2葉期以降
（雑草発生始期）但し、
収穫60日前まで

中耕後
（雑草発生始期）但し、
収穫60日前まで

使用時期

移植後
（雑草発生始期）但し、
収穫60日前まで

一年生
雜草

適用
雑草名

てんさい
（直播栽培）

てんさい
（移植栽培）

作物名

適用雑草と使用方法

直播 てんさい試験成績

▼雑草調査 残 草 量（ɡ/㎡）
0ɡ 50ɡ 100ɡ 150ɡ 200ɡ 250ɡ 300ɡ 350ɡ 400ɡ

A剤
300ɡ/10a

レナックス水
300ɡ/10a

レナックス水
200ɡ/10a

レナックス水
150ɡ/10a

無処理区

シロザ
タニソバ
イヌビエ

ハコベ
スズメノカタビラ

試験場所
試験年次
品 種
播 種 日
土質土性
処 理 日
処理方法

展 着 剤
調 査 日

処理時の作物
処理時の雑草

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

▶
▶

▶
▶

植調十勝試験地
2021年度
カーベ2K314
2021年4月27日
褐色火山性・埴壌土
2021年5月23日
炭酸ガス加圧式噴霧器
（散布ノズル：TeeJet8002VS）
サーファクタントWK×1000倍
2021年6月21日
（処理29日後調査）
てんさい：2葉、2cm
スズメノカタビラ：1葉、1cm
イヌビエ：1葉、1cm
シロザ：1対、1cm
ハコベ：1対、1cm
タニソバ：子葉、0.5cm

使用上の
ポイント

◆150～200ɡ/10a処理で十分な除草効果が確認されております。
◆雑草の発生状況に応じて既存の茎葉処理剤と組み合わせて
　ご使用ください。


